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『徒手療法家のための基礎講座』

Web第6期「症状に基づく検査から治療まで」

腰痛③
ＯＰＴ

腰痛

股関節 骨盤 腰椎

ヒッブテスト
ナクラステスト
支持前屈テスト

ナクラス テスト

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」
医道の日本社

エリー テスト
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支持前屈テスト

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

ＳＬＲテスト

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」
医道の日本社

ケンプ テスト

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

ＮＬＴ



2021/11/18

3

神経根障害と末梢神経障害の鑑別

神経根障害
神経根障害が存在する場合、それらは神経根領域に一致し

た所見を現す

末梢神経障害
末梢神経障害は、末梢神経の走行に一致したデルマトーム

やミオトームに合致する

どちらの所見にも一致しない場合、仙腸関節障害を考慮する
必要がある

よって、患者の下肢症状が腰椎椎間孔に関与する神経根障害
か、それより末梢部の走行中の問題かを確認する上でも必要
な検査となる

T12、L1-3

運動：腸腰筋

知覚：右図参照

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

L2-4

運動：大腿四頭筋

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

L2-4

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社
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L4

運動：前脛骨筋

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

L4

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

L5 運動：長母趾伸筋

長・短趾伸筋

中殿筋

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

L5

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社
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S1

運動：長・短腓骨筋

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

S1

「写真で学ぶ 整形外科テスト法」医道の日本社

施術法の一例

腰部
• モビリゼーション
• アジャストメント
• アクチベーター
• PRT

仙腸関節
• モビリゼーション
• アジャストメント（ドロップテーブル／ブロッキング）
• PRT

股関節
• モビリゼーション／マイクロ牽引
• PRT
• 虚血圧迫法（トリガーポイント）
• アクチベーター
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心因性疼痛

エンドルフィンと疼痛状態との関係

慢性痛患者の痛覚閾値および疼痛耐性値にはエンドルフィ
ン作用経路との関係がある。
エンドルフィン作用機序によって、痛覚と刺激の両方が調

整される。
慢性疼痛症候群患者で、高い脳脊髄液中エンドルフィン値

を示すものは、低い値の患者に比べ大きな疼痛耐性と高い痛
覚閾値を示した。
他の研究では、脳脊髄液中エンドルフィン類は、心因性疼

痛患者に比較して、器質的病因の疼痛患者では低値を示すこ
とがわかっている。

エンドルフィンとは？

脳内で機能する神経伝達物質のひとつ。
内在性オピオイドであり、モルヒネ同様の作用を示す。特

に脳内の報酬系に多く分布する。
内在性鎮痛系に関わり、また多幸感をもたらすと考えられ

ている。」
そのため、脳内麻薬と呼ばれることがある。

βエンドルフィンはストレスなどの侵害刺激により産生され、
鎮痛／鎮静に働き、鎮痛作用はモルヒネの６．５倍。

Wikipediaより抜粋

エンドルフィン

プロエンケファリン メト・エンケファリン
ロイ・エンケファリン
ヘプタペプチド
オクタペプチド

プロ・オピオメラノコルチン α-エンドルフィン
γ-エンドルフィン
β-エンドルフィン

プロファイノルファイン α-ネオ・エンドルフィン
ダイノルフィンA
ダイノルフィン
ダイノルフィンB
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マニピュレーション
太い径の
線維伝達
を活性化

T細胞の
分節性抑
制

上行性感
覚路の活
性化

エンケファリン

中脳核の刺激

視床下部下垂体
軸の活性化

エンドルフィン

「カイロプラクティック総覧」エンタプライズより

脊椎マニピュレーションの
神経ホルモン効果の概念モ
デル

脊髄とメラトニン

脊椎機能不全によって、メラトニンの分泌周期を調整する体
内時計に乱れるという事実がある。
群発性頭痛、頸髄障害、自律神経失調症患者ではメラトニン

が欠乏していることが明らかになっている。
また、脊椎損傷においても血清コルチゾール、アルドステロ

ンおよび成長ホルモンのような他の内分泌周期も不規則になる。
不活発状態や体位のような付加的因子によっても、ヒトのメ

ラトニン分泌周期が修飾を受けることがある。
メラトニンが欠乏すると抑うつ症、消化性潰瘍、性的機能不

全やストレスが増悪することもある。

メラトニンとは？

動物・植物・微生物で見られる天然の化合物である。
メラトニンはトリプトファンからセロトニンを経て、体内合

成される。
動物ではホルモンの一つで、脳の松果体から分泌される。

メラトニンの血中濃度は、１日のサイクルで変化しており、い
くつかの生物学的機能に概日リズム（サーカディアンリズム）
を持たせている。
ヒトではメラトニンの血中濃度は、昼に低く、夜に高く睡眠

と関連している。
メラトニンは主として、不眠症や時差ボケ解消などの睡眠障

害の治療に利用されており、近年は不妊症の治療にも利用され
ている。

Wikipediaより抜粋

マニピュレーションとメラトニン

メラトニンは、疾患だけではなく、脊椎が関連する様々な生理
学的機序にも関与している。
メラトニン分泌は、プロプラノロールがメラトニンの夜間の分

泌を遮断することからもわかるように、交感神経ニューロンが制
御しているらしい。
メラトニンの放出あるいは合成は、交感神経が直接制御してい

る。そのため、交感神経活動に少しでも変化が生じれば、メラト
ニン分泌や合成に直接影響することになる。
現在、上頚神経節が神経および内分泌シグナル統合の末梢中枢

であることが報告されている。
したがって、上頚神経節に至る下行性交感神経ニューロンが遮

断された場合、メラトニンの分泌は行われなくなる。


